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「アンモナイト」と聞くと，多くの人がすぐに 渦  巻 
うず ま

き形をした姿を思い 浮 かべると思います。古生物の中
う

でも 恐  竜 と肩を並べるくらい知られているグループで
きょう りゅう

す。 図  鑑 や教科書にも登場し，はるか昔に 絶  滅 してし
ず かん ぜつ めつ

まったアンモナイトのことをたくさんの人が知ってい

ます。しかし，どのような生物だったのかと聞かれる

と明確な答えを出せる人は少なくなります。カタツム

リなどの巻貝のなかまだと考えている人も多いのでは

ないでしょうか。アンモナイトは，名前は広く知られ

ていますが，詳しいことはあまり知られていない古生

物の１つです。

アンモナイト化石を縦に切断して内部の構造を調べ

ると，いくつもの部屋に分かれていることが分かりま

す。巻貝のなかまには同じような構造がないため， 殻 
から

の 特 
とく

 徴 
ちょう

を見るとまったく 違 う生物ということが分かり
ちが

ます。では，どのような生物のなかまなのでしょうか。

そのヒントは現生のオウムガイの殻にあります。オウ

ムガイの殻の内部もアンモナイトと同じ構造をしてい

ます。オウムガイは頭部から足が生えている「 頭  足 
とう そく

類」というグループです。このグループにはイカやタ

コが 含 まれます。このことからアンモナイトはイカや
ふく

タコのなかまであることが分かります。

アンモナイトは，多くの研究者や化石愛好家によっ

て化石が採集され，研究が進められてきました。その

研究の歴史は約200年におよびます。現在も毎年のよ

うに新しい発見があり， 徐  々 に生物としてのアンモナ
じょ じょ

イトの姿が分かってきました。

本企画展では，日本や世界で産出するさまざまなア

ンモナイト化石を通して，その多様性を 紹 
しょう

 介 します。
かい

さらにどのような生き方をしていたのか，どのように

進化してきたのかなど，最新の学術的知見を取り入れ

ながら紹介します。本企画展を通して，生物としての

アンモナイトを知り，地球上でくり広げられる生物の

絶滅と進化の歴史について 一  緒 に考えていけたらと思
いっ しょ

います。　　　　　　　　　　　（教育課　相田裕介）

第６8回
企画展

アンモナイト・ワールド　－恐竜時代の海へいこう－
The World of Ammonites: Mysterious Creatures of the Mesozoic Oceans

会　　期 2017年２月18日（土）～６月11日（日）
　　　　　２月18日（土）は午後１時からの公開となります。
開館時間 9：30～17：00（入館は16：30まで）
休　館　日 毎週月曜日
 ※３月２０日（月）は開館し，翌日が休館となります。

●自然講座　アンモナイトのなぞ
　－絵を描きながらアンモナイトについて学ぶ－
日　時：３月25日（土）13：30～15：00
講　師：重田康成 氏（国立科学博物館）
場　所：博物館内
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：40名（事前申込み・先着順）

●自然観察会　アンモナイトを見つけにいこう
日　時：５月21日（日）10：30～14：30
場　所：いわき市アンモナイトセンター（現地集合）
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：30名（事前申込み・抽選）

●自然講座　アンモナイトとその仲間たちの自然史
日　時：５月27日（土）13：30～15：00
講　師：棚部一成 氏（東京大学名誉教授）
場　所：博物館内
対　象：中学生以上
定　員：30名（事前申込み・先着順）

展示構成

　第1部　中生代の海

　第2部　日本のアンモナイト

　第3部　世界のアンモナイト

　第4部　アンモナイトの基礎講座

　第5部　化石の発掘

　第6部　アンモナイトの形態

　第7部　アンモナイトの系統と進化

　第8部　絶滅と生態系の回復

虹色に輝くアンモライト

（所蔵：㈱カナダビジネスサービス）

ひたちなか市で産出したアンモナイト「パキ

ディスカス」

中生代の海に生息した首長竜「タラソメドン」

（所蔵：三重県総合博物館）
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博物館の 広 
こう

 聴 活動シリーズの第3回は，博物館モニ
ちょう

ターについてです。

○博物館モニター制度とは

 公  募 により選任された博物館モニターに，企画展や
こう ぼ

企画展期間中に行われるイベントへの意見や提案など

をいただく制度で，2001年から 実  施 しています。博
じっ し

物館モニターには，ご意見用紙へ記入し，それを提出

していただいています。任期は2年間で，一度に限り

さらに2年間継続することができます。現在51名の市

民モニターと58名の県職員モニターの合計109名の博

物館モニターにご協力いただいています。次回の募集

は県職員モニターが2017年5月，市民モニターが

2018年5月となっています。

○博物館モニターの特典

博物館モニターは，登録期間中は無料で入館してい

ただきます。また，博物館モニターの家族も同伴者と

して来館できるように年３回の企画展ごとに無料観覧

券を送付しています。さらに，モニター活動に必要な

情報やホットなイベント情報などを 随  時 お送りし，イ
ずい じ

ベントのPR方法などについてもご意見をいただいて

います。

○博物館モニターの意見から

博物館モニターからいただいた第66回企画展「モ

ンゴル・ステップ・大草原」（会期は9月に終了しま

した）に関する意見の中から，いくつか紹介させてい

ただきます。

・モンゴルへの現地調査について，気候のよい夏だけ

でなく， 厳  冬  期 に調査したことにとても感心した。展
げん とう き

示に深みを出していたと思う。

・折しも，NHKの番組でガゼルの特集があり，気候変

動がステップに生息するガゼルにも大きく 影 
えい

 響 してい
きょう

るようすが紹介されていたが，放送内容のほとんどは

展示解説書に収録されており，企画展の内容はNHKの

特集と比べても 遜 
そん

 色 
しょく

がなく， 最  先  端 の研究成果が展示
さい せん たん

されていたと感じた。企画展では毎回しっかりとした

展示解説書が準備されており，担当者の 意  気  込 みを感
い き ご

じた。

・企画展会期の最終日にモンゴルの食文化についての

イベントが開催され，試食できてよかったが，このよ

うなイベントが会期中に何回もあるとさらによかった

と思う。

博物館モニターからは，企画展に関する意見のほか

にも，常設展に関すること，企画展以外のイベントに

関すること，館内 施  設 ・サービスに関すること，ショ 
し せつ

ップ・レストランに関すること，野外施設に関するこ

と，広報・広告に関することなど，いろいろな意見を

いただいております。また，お 褒 めの言葉や喜びの言
ほ

葉をいただくことは，何よりも担当職員の 励 みになっ
はげ

ております。

このような博物館モニターの協力により，当館では

 継  続  的 に利用者の立場からの意見とその動向を
けい ぞく てき

 把  握 す
は あく

るよう努めてまいりました。今後も博物館モニターの

意見や提案などを 真  摯 に受け止め，当館がさらに発展
しん し

できるよう改善していきたいと思います。

（企画課　松浦卓也）

博物館モニター 博物館の広聴活動博物館の広聴活動　３３

秋は 茸 の季節です。私の生まれた
きのこ

 岐  阜 県では，「キノコ」のことを
ぎ ふ

「コケ」とよびます。方言といえば

それまでですが，明治以前から長年

地域で使われてきたよび名なので，

私は今でも「コケ」の方が 馴  染 みが
な じ

あります。明治のはじめに設立され

た博物館の役割の１つは，自然物の

名前を統一することでした。国立科

学博物館の前身の教育博物館では，

このために動植物や岩石・鉱物の標

本セットを学校に配布していました。

この時代の 文  献 に「ジャリ」も「マ
ぶん けん

サゴ」も「砂（スナ）」とよびましょ

うと書かれたものもあります。

子供のころに，集落全員が集まり，

ウサギを山から「ぼって」， 捕 まえ
つか

ていました。「ぼって」は，「追

う」ことです。童謡「ふるさと」と

いう歌に「ウサギ追いしかの山」と

ありますが，長い間「ウサギは美味

しい」と 解 
かい

 釈 していました。皆さん
しゃく

も，誤解している言葉があるのでは

ないでしょうか？

キノコとコケ 館長コラム　by director YOKOYAMA

イラスト：池上侑花（ミュージアムコンパニオン）

企画展オープニングセレモニーで紹介される博物館モニター
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骨からわかるクジラの昔
クジラが昔，陸を歩いていたこと

はご存知ですか。クジラの祖先はも

ともと陸上で四足歩行をしていまし

た。その祖先が進化の過程で，水中

生活するようになり，現在，海でみ

られるようなクジラが誕生しました。

そのため，クジラの骨格には陸上で

暮らしていたときの 名  残 がみられま
な ごり

す。

胸ビレには前足だったときの指の

骨が残っています。しかし， 尾 ビレ
お

にはありません。尾ビレは 尻  尾 が変
しっ ぽ

化したものだからです。では，後足

はどこにあるのでしょうか。クジラ

の腹部後方には 寛  骨 という
かん こつ

２本の小さな骨があります。

これは後足を支えていた 骨 
こつ

 盤 の名残です。後足は水中
ばん

生活には必要なかったため，

退化し，現在ではこの骨だ

けが残っています。

当館にはさまざまなクジ

ラの骨格標本があります。

ぜひ足の名残を探してみて

ください。

（ミュージアムコンパニオン　白石　准）

小さな発見－ミュージアムコンパニオン－

9.10関東・東北豪雨菅生沼で起こっていたこと 研究報研究報告告　11

2015年9月の関東・東北 豪  雨 から1年3か月が経過
ごう う

しました。 鬼  怒 川の 堤  防 が 決  壊 した9月10日の 菅  生  沼 
き ぬ てい ぼう けっ かい すが お ぬま

では水位が約4m 上  昇 し，ふだん陸が見えているとこ
じょう しょう

ろもすべて 水  没 しました。
すい ぼつ

常総市側の菅生沼下流部には， 絶  滅  危  惧 種に指定さ
ぜつ めつ き ぐ

れているタチスミレの生育地があり，毎年1月に野焼き

を行ってタチスミレの生きる 環 
かん

 境 を守っています。ちょ
きょう

うどこの年，筑波大学の 西 
にし

 平 
だいら

 貴  一 さんたちのグループ
たか ひろ

が，野焼きを行っているこの場所で植物の季節変化を

 詳 
しょう

 細 に調査していました。その時，この豪雨が発生し，
さい

調査地は5日間から場所によっては10日間水没しました。

野焼きを行うことは，タチスミレなど 湿  地 に生育す
しっ ち

る絶滅危惧種にとって，種子の発芽を 促 す効果がある
うなが

といわれています。また，増水や 洪  水 が起こることは，
こう ずい

競争相手となる植物の 増 
ぞう

 殖 
しょく

を 抑 える効果があるといわ
おさ

れています。タチスミレにとっての野焼きの効果は計

画的に調査することはできますが，いつ起こるか分か

らない豪雨の 影 
えい

 響 についての調査計画は立てようがあ
きょう

りません。その観点から，今回の豪雨は，増水が植物

に 与 える影響を調べるまたとない機会となりました。
あた

そこで，菅生沼のタチスミレ生育地で絶滅危惧種の

保全に関係する植物を何種類か選び出し，絶滅危惧種，

外来種，在来の 優  占  種 に着目して，豪雨前の7月と豪
ゆう せん しゅ

雨後の9月の 生  育 
せい いく

 状  況 の変化を見てみました。まず，
じょう きょう

絶滅危惧種のタチスミレとホソバイヌタデは，増水前

後で生育状況に大きな変化はありませんでした。タチ

スミレでは，水が引いた9月 下 
げ

 旬 
じゅん

には 泥 が付着してい
どろ

る葉とともに新たに成長した泥の付着していない葉が

確認されました。外来種のセイタカアワダチソウとオ

オブタクサは，増水後に生育個体が大きく減少し，多

くの 枯  死 個体が確認されました。在来の優占種である
こ し

オギやヨシは，増水の前後でほとんど変化はないか，

わずかに個体数を減らしていました。この結果から，

タチスミレなどの絶滅危惧種は，増水に 耐 える性質を
た

備えており，競争相手となる外来種の 繁 
はん

 殖 は増水によ
しょく

り抑えられていることが推定されました。

　（企画課　小幡和男）

枯死したセイタカアワダチソウ（同じところに生えていたオギはほとんど枯れていない）

ミンククジラとその寛骨(白枠内)

増水後のタチスミレ（泥の付いた葉とともに泥の付いていない葉が見える）

増水時（左：9/10）と平常時（右：10/27）の菅生沼のタチスミレ生育地周辺
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ヌマガエルは，国内では本州中部以西，四国，九州，

 奄  美 諸島， 沖  縄 諸島などの水田や沼に生息するヌマガ
あま み おき なわ

エル科のカエルです。本種は近年，国内外来種として，

従来の生息地以外への分布拡大が報告されており，在

来のトウキョウダルマガエルやニホンアカガエル，ニホ

ンアマガエルなどとの競合が 懸  念 されています。関東
け ねん

地方では栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，

神奈川県から多く報告があり，特に，北関東を流れる

利根川や 渡  良  瀬 川周辺での報告が多数を占めています。
わた ら せ

しかし，茨城県で本種の生息が確認された報告はごく

少数です。そこで当館では，利根川が流れる市町を中

心に，ヌマガエルの生息状況を 把  握 するため，カエル
は あく

類を対象とした生息調査を行いました。また，2015年

9月10日に堤防が決壊した鬼怒川周辺でもヌマガエル

の生息調査を行いました。

まず，県内の利根川と鬼怒川が流れる14市町の水田

およびその周辺において現地調査を行いました。調べ

たのは古河市，猿島郡 五  霞 町，猿島郡境町，坂東市，
ご か

守谷市，取手市， 北  相  馬  郡  利  根 町， 稲  敷  郡  河  内 町，稲
きた そう ま ぐん と ね いな しき ぐん かわ ち

敷市， 潮  来 市， 神  栖 市，常総市，下妻市，結城郡八千
いた こ かみ す

代町です。次に，これまで当館と栃木県立博物館で収

集されているヌマガエルの標本や画像のデータを整理

しました。 

現地調査と博物館に収集されている資料の調査から，

利根川が流れる8市町 (古河市，猿島郡境町，坂東市，

守谷市，北相馬郡利根町，稲敷郡河内町，稲敷市，神

栖市) から21個体のヌマガエルの標本が， 2市町(猿島

郡五霞町，取手市)から画像情報が得られました。一方，

鬼怒川周辺の調査では，利根川の合流地域である守谷

市と常総市で7個体の標本が得られましたが，下妻市

と結城郡八千代町では確認できませんでした。

本調査では，利根川が流れる茨城県の全市町におい

てヌマガエルが確認され，県内においても利根川周辺

に広く分布していることが明らかになりました。このこ

とから，ヌマガエルは，利根川を介して分布を拡大して

いると考えられます。一方，鬼怒川周辺では，利根川

との合流地域でヌマガエルが分布しているものの，合

流地域の上流側では生息は確認されず，現時点では鬼

怒川の上流方向への分布は拡大していないと考えられ

ました。今後は，県内の利根川に流れ 込 んでいる宮戸
こ

川や小貝川，常陸利根川などの河川や利根川から流れ

出ている水路をたどりながらヌマガエルの生息調査を

 実  施 し，分布の実態を把握していく必要があると考え
じっ し

ています。　　　　　　　　　　（教育課　潮田好弘）

「水の生き物コーナー」お休みのお知らせ
川の上流から下流そして海までの

多種多様な魚たちが泳ぐ「水の生き

物コーナー」が，2017年1月～3月

の間， 老 
ろう

 朽 
きゅう

 化 したろ過設備の交換工
か

事のため，お休みさせていただきま

す。 水  槽 展示を楽しみにしていただ
すい そう

いているお客様には，大変ご迷惑を

おかけいたしますが，ご理解くださ

いますようお願い申し上げます。

工事期間中は，水の 循 
じゅん

 環 が止まっ
かん

てしまうため，魚たちを水槽で展示

することができません。そのため，

しばらくの間ですが，魚たちにはア

クアワールド茨城県大洗水族館に

引っ 越 しをしてもらうことになって
こ

います。4月には博物館に戻って来

ますので，また皆さまに元気に泳ぐ

姿を見ていただくことができると思

います。

魚たちが引っ越しをしている間は

水槽が空になってしまいますが，魚

たちのいない水槽を利用したイベン

トも準備しておりますので，ご期待

ください。　　（資料課　土屋　勝）

おさかな通信

茨城県におけるヌマガエルの分布状況 研究報研究報告告　22

神栖市矢田部で確認したヌマガエル

大型のろ過タンクがならぶバックヤード

茨城県の利根川流域と鬼怒川流域のヌマガエルの調査地点

　　（2015年10月30日時点）
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当館の第2展示室入口付近に，9月10日から新しい

展示物が登場しました。この展示物は「ダンクルオス

テウス」という 絶  滅 した魚類（ 板  皮 類）の復元模型で
ぜつ めつ ばん ぴ

す。模型の大きさは実物大で，全長約6mもあります。

ダンクルオステウスの化石は，北アメリカや北アフ

リカのデボン紀後期の地層から発見されています。体

の前半部は 硬  骨 質の板で 覆 われており，強力に発達し
こう こつ おお

たアゴで 獲  物 をしとめる当時の生態系における頂点 捕 
え もの ほ

 食 
しょく

 者 だったと考えられています。口のとがった歯のよ
しゃ

うに見える部分は歯ではなく，アゴの骨板が 鋭 くなっ
するど

たものです。

ダンクルオステウスの骨格は化石に残りにくい 軟  骨 
なん こつ

性であったため，体の後半部についてはほとんど情報

がありません。そのためこの復元模型では，保存のよ

い 近  縁  種 の化石から体の後半部を推定して製作してい
きん えん しゅ

ます。第2展示室の古生代のコーナーでは，ダンクル

オステウスの骨板の一部の実物化石が展示されている

ほか，ユウステノプテロンなど，デボン紀の魚類の実

物化石が多数展示されています。その中でも，コッコ

ステウスはダンクルオステウスと同じ板皮類に属する

魚類で，ダンクルオステウスの体の後半部を復元する

ときに参考にされる化石種の１つです。

ダンクルオステウスの模型がある場所はさっそく記

念 撮  影 場所として，来館される皆さまの人気スポット
さつ えい

となっているようです。当館でダンクルオステウスの

復元模型をご覧になった際は，ぜひ第2展示室にある

コッコステウスなどの化石標本と見比べてみてくださ

い。　　　　　　　　　　　　　（資料課　加藤太一）

ダンクルオステウス

今年のスーパームーンは68年ぶりの大接近

11月14日はスーパームーンの当日でしたが，関東付

近は雨で見られず残念でした。スーパームーンという

用語は， 占  星 
せん せい

 術 
じゅつ

 師 のリチャード・ノル氏が1979年に
し

「 軌  道 中で地球に最接近した新月または満月。
き どう

 即 ち，
すなわ

地球と月と太陽が直線上に並び，月が地球に最も接近

した状態」と定義しました。月は地球の周りを公転して

いますが，その軌道が 楕  円 形であるため地球と月の 距 
だ えん きょ

 離 は変化しています。そのため視直径（月の見かけの
り

大きさ）も，地球との距離が近いときには大きく，遠

いときには小さくというように変化します。2016年最

も小さかった満月は4月22日で視直径は29.4分角（角

度の単位：60分＝1°），11月14日の視直径は33.5分角

と約4分角も 違 い，並べてみると一目
ちが

 瞭 
りょう

 然 です。スー
ぜん

パームーンは最小の満月より14％も大きく見えるのです。

天文イベントとしてすっかりおなじみになったスー

パームーン。特に2014年はスーパームーンの当たり

年ともいわれ，年に3回も見ることができました。今

年は1回だけですが，この日の月と地球との最短距離

は 356,511 kmで，1948年1月26日以来，68年ぶりの

大接近でした。平均距離は約38万kmなので，かなり

接近したわけです。今後の予定はというと，2017年

はシャイムーンイヤーといい，スーパームーンが見ら

れない年になります。しかし，シャイムーンイヤーの

翌年，2018年のスーパームーンはなんと1月2日です。

おまけに最短距離も356,570kmとかなり接近します。

まだまだ先のことですが，いい初夢が見られそうで待

ち遠しいですね。　　　　　　　（資料課　諸橋靖子）

新展示紹新展示紹介介

なるほど博物なるほど博物館館
このコーナーは，自然に関するさまざまな情報を

わかりやすくお伝えするコーナーです。

ユウステノプテロンとコッコステウスの実物化石ダンクルオステウスの実物大復元模型

満月の大きさくらべ　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：国立天文台）



2016年12月15日発行

vol.89

－７－

トピックス

○みんなで砂金さがしに挑戦！

茨城県北部の 久  慈 川流域で今でも砂金がとれること
く じ

をご存知でしょうか。自然博物館では11月6日（日）に

久慈川支流の 大  沢 川で自然観察会「砂金さがしに挑戦
おお さわ

しよう」を 開  催 しました。
かい さい

大沢川の最上流域には 栃  原 鉱山や 塩  沢 鉱山などの 金 
とち ばら しお ざわ きん

 鉱  山  跡 があり，その下流域では砂金をみつけることが
こう ざん あと

できます。参加者は砂金さがし用の「パンニング皿」

を使い，とても比重が大きい砂金の性質を利用した

「 比 
ひ

 重 
じゅう

 分  離 」という方法で砂金を探しました。まず，
ぶん り

川岸の岩のすき間に 詰 まっていたり，草の根に引っか
つ

かっていたりする土砂をパンニング皿に山盛りにとり

ます。次に，水中で土砂を皿の 縁 に沿って回転させる
ふち

ように皿を動かして，比重の軽い 砂  粒 を少しずつ流し
すな つぶ

出していきます。すると，やがて比重の重い磁鉄鉱な

どからなる黒い砂だけが残るようになります。この黒

い砂を皿の中に広げてじっくり探します。キラっと黄

金色に 輝 
かがや

く砂金の粒をみつけたら， 歓  声 が上がります。
かん せい

今回の自然観察会では29名の参加者が砂金さがし

に熱中してそれぞれ小さな砂金をみつけました。みつ

かった砂金は最大2～3mmほどでしたが，ここにはま

だまだ大きな砂金がありそうです。（教育課　小池　渉）

○とんぼの池の「池干し」を実施中！

池の水と緑の再生を目指して，現在，とんぼの池の

「池干し」を 実  施 しています。
じっ し

11月19日に予定していました一般参加イベントは，

残念ながら悪天候のため中止になってしまいましたが，

博物館職員やアクアワールド茨城県大洗水族館のス

タッフ，茨城大学・筑波大学の学生，ボランティアの

方々の協力によって，冷たい雨の降る中，外来生物を

 捕  獲 する作業が行われました。
ほ かく

スタッフ全員が 泥 だらけになりながら，コイやゲン
どろ

ゴロウブナ，ブルーギルなどを捕獲しました。これら

の外来魚は合計220kgにもなり，なかには1mを 超 え
こ

るハクレンなども捕らえられました。 一  緒 に混獲され
いっ しょ

たモツゴ，エビや貝のなかまなどの在来生物について

は，一旦，博物館内の水族館施設に保護し，再びとん

ぼの池に放流する予定です。

池干しは，池底を完全に 乾  燥 させるため，来年の春
かん そう

まで行います。　　　　　　　　（資料課　土屋　勝）

（本活動は『公益 信  託 「エコーいばらき」環境保全基金』および
しん たく

『公益財団法人自然保護助成基金第27期（2016年度）プロ・ナ

トゥーラ・ファンド』の助成を受けています。）

○水防災意識社会再構築啓発活動について

10/8（土）～11/25（金）に，当館にて水防災意識社会

再構築 啓  発 パネルを展示しました。この展示は，国，
けい はつ

県，沿川市町で構成する「 鬼  怒 川・小貝川下流域大規
き ぬ

模 氾  濫 に関する減災対策協議会」が水防災を意識する
はん らん

社会を構築するよう取り組んでいる 普 
ふ

 及 ・啓発活動の
きゅう

１つです。

また，この活動の一環として11月13日（日）茨城県

民の日に，当館にて国土交通省関東地方整備局下館河

川事務所による出前講座「台風接近！そのときあなた

は？」を開催しました。この講座では，台風接近時に

とるべき行動をワークショップを行いながら学ぶこと

ができました。

パネル展示のアンケートによると，「展示を見て，

 豪  雨 災害に対して自分で何かやってみようと思った」
ごう う

という意見が多く見受けられました。お客様の防災意

識の 高  揚 と防災知識の向上に 貢  献 でき，非常に有意義
こう よう こう けん

な展示となりました。　　　　　（企画課　松浦卓也）

出前講座「台風接近！そのときあなたは？」のようす

砂金さがしに熱中!?

刺し網を使って魚を追い込む
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当館の第2展示室の「 恐  竜 たちの生活」のコーナー
きょう りゅう

は，大型の恐竜が生きていたころの情景を再現したジ

オラマ展示です。ここに配置されている動く恐竜のロ

ボットは20年以上の稼働によって 老 
ろう

 朽 
きゅう

 化 し，ここ数年
か

で重大な故障が相次ぐようになりました。また，恐竜

研究が近年めざましく進展したため，当館の恐竜ロ

ボットは古い学説に基づいた時代 遅 れの復元になって
おく

いました。そこで，2017年春に「恐竜たちの生活」の

 大  幅 リニューアルを行います。
おお はば

リニューアル工事は2017年1月17日から同年3月17

日まで行われる予定です。来館者の皆さまにはご 迷  惑 
めい わく

をお 掛 けしますが， 何  卒 よろしくお願いいたします。
か なに とぞ

今までの恐竜ロボットはティラノサウルス1体，ドロマ

エオサウルス3体，ランベオサウルス親子3体でしたが，

これらは老朽化のため 撤  去 されます。新しく設置され
てっ きょ

る恐竜ロボットは，ティラノサウルス親子2体，トリケラ

トプス1体の計3体です。今までの恐竜を見ることがで

きる期間はもう 僅 かです。工事がはじまる前にぜひ現
わず

在の展示をじっくりご覧いただきたいと思います。

今回のリニューアルにおいて，大きく変わるポイント

の1つは「羽毛の有無」です。20年前は恐竜に羽毛が

あったとはほとんど考えられていませんでしたが，最

新の研究ではティラノサウルス類やドロマエオサウルス

類などのさまざま恐竜に羽毛が備わっていたことが明

らかになっています。最新の学説を反映した新しい

「恐竜たちの生活」のコーナーが，多くの皆さまに親

しんでいただけることを願ってやみません。

（資料課　加藤太一）

－８－

東
武
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ー
バ
ン
パ
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ク
ラ
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野
田
線
）

ありがとう恐竜　22年間はたらき続けたロボットたち

編集後記
　博物館からの帰り道，しっぽがしましまの動物が道を横切りま

した。外来生物の「アライグマ」です。動物園でしか見たことが

なかった動物が今はこの辺りでも簡単に見られてしまう。なんだ

か複雑な気持ちになりました。皆さんも企画展を見て「外から運

ばれて来た生き物たち」について一緒に考えませんか？（Ｓ．Ｍ）

第2展示室「恐竜たちの生活」の全体像（左にティラノサウルス　右にランベオサウルスの親子　中央奥にドロマエオサウルスの尾が見える）


